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２連覇達成！目指すは県でも２連覇！
郡民体育祭ソフトボール男子チームが優勝報告

　

７
月
14
日
に
行
わ
れ
た
郡
民
体
育
祭
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
見
事
優
勝
し
、
２

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
球
磨
村
チ
ー
ム
の
、
戸

屋
武
文
さ
ん
、
山
口
隆
雄
さ
ん
、
友
尻
陽
介

さ
ん
が
、
７
月
17
日
、
柳
詰
村
長
に
優
勝
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
体

育
祭
で
も
２
連
覇
を
目
指
し
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
関
連
記
事
を
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

◆ 今月の表紙 ◆
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　集大成の夏　～その一瞬にかける～
　球磨人吉中体連大会が球磨人吉の各会場で開催され
ました。球磨中ソフトボール部は、１回戦で多良木中
に勝利した勢いそのままに、準決勝で水上中を土壇場
で逆転し決勝進出、決勝では山江中に惜敗したものの、
一瞬にかける熱いプレーを見せてくれました。（関連
記事を６ページに掲載。）

友
ともじり

尻陽
ようすけ

介さん（左）山
やまぐち

口隆
た か お

雄さん（中）戸
と や

屋武
たけふみ

文さん（右）

Pick
Up
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３ ７月１２日大雨災害
６ 球磨人吉中体連大会
７ 郡民体育祭結果
８ むらのトピックス

１０ 東京カワセミ会
１１ 球磨村よかとこめぐり
１２ お知らせ
１４ 消費者相談窓口

１６ 球磨村の天然記念物＆文化財
１７ 陽だまり
１８ 社協コーナー
１９ 球磨村青年団２０１２

メアリー先生退任あいさつ
２０ 休日当番医、おススメＢｏｏｋｓ、戸籍の窓
２１ みんなのひろば、８月行事予定
２２ 日本一の大鮎釣り大会開催のお知らせ

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨

７
月
12
日
午
前
、
突
然
の
大
雨
。

午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で
の
雨
量
は
、
神
瀬
地
区
で
１
１
７
㍉
を
観
測
。

そ
し
て
、
一
瞬
に
し
て
家
屋
を
の
み
込
ん
だ
土
石
流
。

今
回
の
大
雨
に
よ
り
、
村
内
各
地
に
多
く
の
爪
痕
が
残
さ
れ
ま
し
た
が
、

人
的
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。
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村内各 地に残した多くの爪痕村内各 地に残した多くの爪痕
７.１２  大雨災害
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村
内
各
地
で
多
く
の
災
害

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
雨
が
、
熊
本

県
、
大
分
県
を
中
心
に
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
球
磨
村
に

も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

神
瀬
地
区
で
は
、
午
前
10
時

か
ら
11
時
の
雨
量
が
、
１
１
７

㍉
を
観
測
し
、
土
石
流
が
発

生
、
床
下
浸
水
、
床
上
浸
水
、

住
宅
全
壊
な
ど
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

村
内
各
地
で
発
生
し
た
災
害

―
住
宅
な
ど
の
被
害
報
告
は
、

事
務
所
な
ど
を
含
む
床
上
浸
水

が
３
棟
、
床
下
浸
水
が
21
棟
、

住
宅
全
壊
が
１
棟
と
甚
大
な
被

害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
主
避
難
者
は
、
25
世
帯
46
人

に
上
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
時
的
に
坂
口
地

区
、
大
槻
地
区
、
川
島
地
区
の

３
集
落
が
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で

孤
立
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
土
砂
の
撤
去
が
な
さ

れ
、
孤
立
状
態
は
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
雨
の
災
害
を
と
お

し
て
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
一
日
も
早
い
復
旧
が
望
ま
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
対
策
の
検
討

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
９
月
に
か
け
て
は

台
風
が
多
く
発
生
す
る
時
期
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
災
害
を
教

訓
に
、
改
め
て
各
家
庭
に
お
け

る
防
災
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

神瀬地区 内谷の土石流により国道２１９号が約３０ｍにわたり寸断されました

災害地視察に訪れた金子恭之衆議院議員蕨谷地区～大槻地区

高沢地区

球泉洞

松野地区

村内各地の災害状況

７.１２  大雨災害



平
成
24
年
度
球
磨
人
吉
中
体
連
大
会

平
成
24
年
度
球
磨
郡
民
体
育
祭
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　平成２４年度球磨人吉中体連大会が６月３０日から７月８日にかけ
て、球磨・人吉の各会場で熱戦が繰り広げられました。球磨中は、ソ
フトボール部が決勝戦で山江中に惜しくも敗れたものの、準優勝とい
う素晴らしい成績を収めました。軟式野球部は、１回戦で強豪多良木
中に延長戦の末、勝利しましたが、２回戦で人吉二中に残念ながら惜
敗。また、剣道部は、男子が団体で３位と健闘。ソフトテニス部も男
子が団体で３位と、それぞれの競技で球磨中魂を見せてくれました。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

惜
し
く
も
準
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

準
優
勝

軟
式
野
球

２
回
戦
敗
退

◆
成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

ゴ
ル
フ

一
般
男
子　

６
位

55
歳
以
上　

９
位

65
歳
以
上　

９
位

弓
　
道

個
人

犬い
ん
ど
う童

武た
け
の
り徳　

３
位

総
合　

４
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
男
子
）
優
勝

（
女
子
）
３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一
般
男
子　

予
選
敗
退

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
男
子
）

▼
団
体　

３
位

（
女
子
）

▼
団
体　

予
選
敗
退

剣
　
道

▼
個
人　

２
年
男
子
（
敬
称
略
）

　

岡お
か

朋と
も
や哉　

ベ
ス
ト
８

▼
団
体　

３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

予
選
敗
退

チームを引っ張った主将の永
ながしい

椎樹
み き な

奈さん

好投した坂
さかもと

本壮
そ う ま

真くん 強豪多良木中に勝利！

ホームにスライディングする毎
まいとこ

床祐
ゆういち

一選手

暑い中での熱いプレー

最後まであきらめないプレーを見せてくれました広報「くまむら」　平成２４年 7月号7

　

７
月
の
土
曜
・
日
曜
を
中
心
に
し
て
、
平
成
24
年
度
球
磨
郡
民

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
球
磨
村
チ
ー
ム
は
、
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
見
事
２
連
覇
を
達
成
。
卓
球
女
子
50
歳
代
で
は

日
当
幸
代
さ
ん
が
優
勝
、
ま
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
30
歳
以
上
で

は
、
舟
戸
満
さ
ん
が
優
勝
な
ど
、
各
競
技
で
球
磨
村
選
手
団
の
活

躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

※
水
泳
と
陸
上
競
技
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
８
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

壮
年　
　
　

予
選
敗
退

女
子　
　
　

予
選
敗
退

卓
　
球

（
男
子
）

一
般　
　

予
選
敗
退

40
歳
代　

予
選
敗
退

50
歳
代　

予
選
敗
退

60
歳
代　

予
選
敗
退

団
体　
　

１
回
戦
敗
退

（
女
子
）

一
般　
　

予
選
敗
退

40
歳
代　

予
選
敗
退

50
歳
代　

日ひ
あ
て當

幸さ
ち
よ代　

優
勝

60
歳
代　

予
選
敗
退

団
体　
　

１
回
戦
敗
退

サ
ッ
カ
ー

予
選
敗
退

剣
　
道

団
体　

６
位

銃
剣
道

団
体　

３
位

軟
式
野
球

１
回
戦
敗
退

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
男
子
）

30
歳
以
上　

舟ふ
な
と戸

満
み
つ
る　

優
勝

30
～
40
歳
代

　
　
　
　
　

大お
お
む
た

無
田
浩こ

う
し司　

2
位

団
体　

２
位

（
女
子
）

29
歳
以
下　

舟ふ
な
と戸

惠え

み美　

２
位

団
体　

予
選
敗
退

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

１
回
戦
敗
退

ボ
ウ
リ
ン
グ

予
選
敗
退

郡体ソフトボール男子
連覇達成！！
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６
月
30
日
、
神
瀬
保
育
園
の
ふ
れ

あ
い
集
会
「
や
ま
び
こ
ふ
れ
あ
い
」

が
神
瀬
多
目
的
集
会
施
設
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
姿
を

観
よ
う
と
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち

が
多
く
集
ま
り
、
こ
の
日
ま
で
に
練

習
し
て
き
た
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

笑
顔
で
踊
っ
た
く
ま
モ
ン
体
操
や

一
生
懸
命
覚
え
た
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
の

暗
唱
な
ど
園
児
た
ち
の
一
生
懸
命
な

姿
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。

　

最
後
に
、
人
形
劇
も
行
わ
れ
大
盛

況
の
ふ
れ
あ
い
集
会
と
な
り
ま
し

た
。

一生懸命練習した歌や踊りを披露！
神瀬保育園「やまびこふれあい」

９月に分会対抗球技祭を開催
体育協会評議員会が開催

晴天の下はつらつプレー
一勝地阿蘇神社奉納グラウンド・ゴルフ大会

おいしい野菜を食べて頑張ります！
渡保育園から野菜のプレゼント

子どもも大人も楽しみました！
こがね保育園夏祭り

歴史あるナイター大会が開幕！
一勝地ナイターソフトボール大会開会式

税の公平・公正な徴収をめざし
併任徴収辞令交付式

評議員会のようす柴立姫神社周辺の清掃活動

かわせみのグラウンド・ゴルフ場でラウンド

おいしい野菜をありがとうございます！Ｍｒ．ハッキーさんの楽しいショー

選手宣誓をする犬
いんどう

童安
やすゆき

幸選手 柳詰村長から辞令を受ける振興局職員

　

６
月
20
日
、
体
育
協
会
評
議
員

会
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
清
流
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
23
年
度
の
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
の
事
業
計
画
と

し
て
、
昨
年
度
ま
で
６
月
に
開
催

さ
れ
て
い
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
と

９
月
開
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
祭
を

合
わ
せ
た
分
会
対
抗
球
技
祭
が
９

月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
７
日
に
は
、
２
年

に
１
度
の
村
民
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

７
月
10
日
、
球
磨
村
観
光
協
会

の
か
わ
せ
み
、
球
磨
川
リ
バ
ー
サ

イ
ド
キ
ャ
ン
プ
場
、
ラ
ン
ド
ア
ー

ス
、
く
ま
が
わ
下
り
、
役
場
か
ら

職
員
10
人
が
参
加
し
、
川
と
道
の

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
、
県
道
沿
い
の
相
良

橋
か
ら
球
泉
洞
休
暇
村
に
か
け
て

手
分
け
し
て
、
ゴ
ミ
拾
い
や
枝
木

に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
ゴ
ミ
取
り

が
行
わ
れ
た
結
果
、
可
燃
物
50
㌔
、

不
燃
物
１
１
０
㌔
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

美
し
く
快
適
な
球
磨
村
の
環
境

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
で
環
境

意
識
を
高
め
ら
れ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
一
勝
地
阿
蘇
神
社

奉
納
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
か
わ
せ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
と
球
磨
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
66
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
晴
天
の
下
は
つ
ら
つ
と

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
優
勝
が
大お

お

無む

田た

喜き
い
ち一

さ
ん
、
２
位
が
淋

そ
そ
ぎ

惟こ
れ
の
ぶ伸

さ
ん
、
３

位
が
毎ま

い
と
こ床

一か
ず
ゆ
き行

さ
ん
と
な
り
、ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
15
人
が
獲
得
。

そ
し
て
特
別
賞
に
最
高
齢
者
の
中

屋
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
（
84
）
が
選
ば
れ
、

大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

６
月
27
日
、
渡
保
育
園
の

白し
ら
び
ょ
う
し

拍
子
碧り

お
ん音

く
ん
、
和わ

だ田
歩ほ

ノの

花か

ち
ゃ
ん
、佐さ

さ

き
々
木
優ゆ

う
帆ほ

ち
ゃ
ん
、

浦う
ら
の野

ま
り
ん
ち
ゃ
ん
の
４
人
と
保

育
士
さ
ん
が
、
わ
ん
ぱ
く
農
園
で

作
っ
た
野
菜
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、「
み
ん
な
で
作
っ

た
お
野
菜
で
す
。
こ
れ
を
食
べ
て
お

仕
事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
柳
詰
村
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

柳
詰
村
長
は
「
お
野
菜
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
た
ち
の

言
う
事
を
よ
く
聞
い
て
、
お
勉
強

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
こ
が
ね
保
育
園
の
夏

祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
青
年
団
に
よ

る
く
ま
モ
ン
体
操
の
披
露
が
あ
り
、

続
い
て
Ｍ
ｒ
．
ハ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
よ

る
大
道
芸
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

焼
き
そ
ば
や
鳥
モ
モ
焼
き
の
販
売
、

青
年
団
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
人
気
を
集

め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
等
賞
が
液
晶
テ
レ
ビ
の

福
引
大
会
は
、
最
後
ま
で
わ
く
わ
く

感
が
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
当
た
っ

た
人
も
外
れ
た
人
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
、
球
磨
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
一
勝
地
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
あ
る
大
会
に
今
年
は
、
大
無

田
む
っ
ち
ゃ
ん
ず
、
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

ズ
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
水
篠
、
毎
床
ダ

イ
ナ
マ
イ
ツ
の
５
チ
ー
ム
が
参
加
。

　

選
手
宣
誓
で
は
、
大
無
田
む
っ

ち
ゃ
ん
ず
の
犬
童
安
幸
選
手
が
「
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
正
々

堂
々
と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
毎
週
火
曜
日
、
金
曜

日
７
月
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

徴
収
強
化
計
画
の
一
環
と
し
て
、

県
と
村
が
協
定
を
結
び
、
村
の
職

員
と
協
力
し
な
が
ら
滞
納
整
理
な

ど
の
強
化
・
税
の
徴
収
実
績
の
向

上
を
図
る
目
的
と
し
て
、
７
月
４

日
、
球
磨
地
域
振
興
局
税
務
課
よ

り
、
２
名
の
職
員
が
球
磨
村
役
場

に
派
遣
さ
れ
、
税
務
課
付
の
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

柳
詰
村
長
は
、「
税
の
公
平
・

公
正
な
徴
収
、
ま
た
徴
収
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
命
期
間
は
７
月
１

日
か
ら
来
年
の
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

先生たちと一緒に合唱しました

美しく快適な球磨村のために
観光協会「川と道の一斉清掃」

むら のトピックスむら のトピックス
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第９回東京カワセミ会

過
去
最
多
の
59
名
が

参
加
！

　

首
都
圏
在
住
の
球
磨
村
出

身
者
及
び
関
係
者
を
会
員
と

す
る
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第

９
回
例
会
が
、
６
月
23
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
で
開
催
さ
れ
、

首
都
圏
か
ら
過
去
最
多
と
な

る
会
員
59
名
（
う
ち
14
名
が

初
参
加
）
、
球
磨
村
か
ら
は

柳
詰
村
長
を
は
じ
め
関
係
職

員
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

例
会
の
冒
頭
で
は
物
故
者

へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
桺

詰
前
村
長
を
惜
し
む
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

大お
お
せ瀬

克か
つ
ひ
ろ博

会
長
は
「
東

京
カ
ワ
セ
ミ
会
の
皆
さ
ん
は

『
故
郷
を
持
つ
し
あ
わ
せ
な

人
た
ち
』
の
集
ま
り
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
東
京
カ
ワ
セ

ミ
会
を
立
ち
上
げ
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

と
い
う
挨
拶
の
あ
と
、
設
立

か
ら
10
年
の
長
き
に
わ
た
り

務
め
ら
れ
た
会
長
職
を
勇
退

し
、
出
席
者
の
賛
同
の
も

と
、
氏
川
豊
さ
ん
が
新
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
氏
川
新

会
長
か
ら
は
「
東
京
カ
ワ
セ

ミ
会
が
益
々
発
展
し
て
い
く

よ
う
、
会
員
の
皆
様
が
参
加

し
や
す
い
楽
し
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
。
」

と
い
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
柳
詰
村
長

が
「
球
磨
村
で
は
少
子
化
・

高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
行

し
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
助
け
合
う
む
ら
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会

の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
球
磨
村
の

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が

あ
り
、
特
賞
と
し
て
用
意
さ

れ
た
「
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ

み
商
品
券
」
は
初
参
加
の
松

井
衣
佐
子
さ
ん
が
獲
得
し
ま

し
た
。

　

出
席
者
の
間
に
は
故
郷
の

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
球

磨
弁
が
飛
び
交
い
、
弾
ん
だ

声
と
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
も
東
京
カ
ワ

セ
ミ
会
の
皆
さ
ま
か
ら
、
広

報
く
ま
む
ら
の
送
料
と
し
て

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
９
回

目
と
な
る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ

会
」
、
７
回
目
の
「
関
西
カ

ワ
セ
ミ
会
」
、
６
回
目
の

「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」
、
４

回
目
の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ

会
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の

拡
大
を
図
り
、
都
市
部
へ
の

ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大
の

た
め
、
各
地
域
に
在
住
の
ご

親
族
や
友
人
の
方
な
ど
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
総
務
企
画

課
企
画
広
報
係
（
☎
３
２
‐

１
１
３
８
）
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
お
知
ら
せ
い
た

だ
い
た
情
報
は
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
へ
使
用
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

氏
うじかわ

川 豊
ゆたか

新会長
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球磨村よかとこめぐり　～田舎の体験交流館「さんがうら」～

１
年
を
振
り
返
っ
て
―

昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
田
舎

の
体
験
交
流
館
と
い
う
こ
と
で
、

田
舎
の
体
験
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
と
い
う
も
の
を
メ
イ
ン
に
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宿
泊
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、

夏
場
に
小
・
中
学
校
の
部
活
動
合

宿
や
ク
ラ
ス
活
動
、
地
域
の
子
ど
も

会
な
ど
を
中
心
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
球
磨
人
吉
の

小
・
中
学
校
や
熊
本
市
内
の
学
校
な

ど
に
も
呼
び
か
け
て
お
り
、
た
く
さ

ん
の
人
に
田
舎
の
体
験
や
球
磨
村
の

自
然
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
ご
と
に
季
節
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
７
月

は
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
、
８

月
は
夏
祭
り
、
９
月
は
棚
田
ま
つ

り
、
10
月
は
梨
の
丸
か
じ
り
体
験

な
ど
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
経
っ

て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
少
し
ず
つ
増

え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

年
も
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
―

一
番
の
課
題
は
、
ま
だ
ま
だ

Ｐ
Ｒ
不
足
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
元
の
人
た
ち
に
も
「
さ
ん
が

う
ら
」
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な

の
か
、
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
も

ら
え
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
か

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ
　田舎の体験交流館「さんがうら」

　施設長　冨
とみなが

永　敏
と し お

夫 さん

地元の人地元の人に
もっと知ってもらいたい。
イベントに参加してもら
いたい。

な
か
、
人
か
ら
聞
く
だ
け
で
は
わ

か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
「
さ
ん
が

う
ら
」
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の
か
見
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う

ら
」
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め

に
も
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う

ら
」
（
☎
３
２
‐
０
４
４
３
）

宿泊室にはベッドも
設置してあります

ブルーベリー 一勝地梨

食堂には木のぬくもりある
机が設置してあります

季節の体験も充実
・ブルーベリー狩り体験　６月～８月上旬
　　大人５００円、小学生以下３００円
・栗拾い　９月中旬
　　大人３００円、小学生以下２００円
・本格コンニャク作り　１０月～３月
　　大人１，５００円　５名以上　※要予約
・まんじゅう作り　通年
　　大人１，５００円　５名以上　※要予約
・郷土料理作り　通年
　　大人２，０００円　５名以上　※要予約
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課
（
☎
０
９
６
６
‐
２
３
‐

３
０
８
０
）

【
採
用
予
定
数
】

警
備
官　

約
50
名

警
備
官
（
社
会
人
）　

若
干
名

【
受
験
資
格
】

警
備
官

①�

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

警
備
官
（
社
会
人
）

①�

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者

※�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
不
可

・�

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

・�

一
般
職
の
国
家
公
務
員
と
し
て

懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
海
外
で
の
身
分

証
明
書
で
す
。
海
外
旅
行
で
は

必
ず
所
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
窓

口
は
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村

で
す
。

　

県
庁
旅
券
窓
口
で
は
、
原
則
で

き
ま
せ
ん
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
申
請
か
ら
受
取

り
ま
で
、
約
２
週
間
か
か
り
ま

す
。

　

必
要
書
類
等
は
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
球
磨

村
の
旅
券
窓
口
（
住
民
福
祉
課
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

「
パ
ス

ポ
ー
ト
」
で
検
索
！

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/■
お
問
合
せ
先

熊
本
県
国
際
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
６
０

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ

り
果
樹
類
や
い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
、

す
い
か
等
の
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
に
は
不
可
欠
で
、
農
業
生
産
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

普
通
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期

の
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
３
点
に
留
意
し
ミ
ツ
バ
チ
の
大

量
死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
①
農
薬
ラ

ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の

あ
る
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特

に
注
意
す
る
。
②
近
く
の
養
蜂
家

と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど

事
前
に
情
報
交
換
す
る
。
③
防
除

時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

■
お
問
合
せ
先

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

熊
本
県
畜
産
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
森
林
経

営
計
画
制
度
は
、
山
林
を
面
的
に

ま
と
め
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的

な
山
林
経
営
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
で
経
営
を
行
う
こ
と
が

難
し
い
場
合
で
も
、
地
元
の
森
林

組
合
な
ど
に
経
営
を
委
託
す
る
こ

と
で
、
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
間
伐
な
ど
の
実
施
に
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
経
費

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
産
業
振
興
課
林
業
係

☎
３
２
‐
１
１
１
４

球
磨
村
森
林
組
合

☎
３
４
‐
０
２
１
１

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は

取
り
組
ん
で
い
る
業
務
や
試
験
研

究
の
成
果
に
つ
い
て
の
業
務
発
表

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

森
林
や
林
業
に
つ
い
て
興
味
・

関
心
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
無

料
で
参
加
で
き
、
事
前
申
し
込
み

不
要
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
28
日
（
火
）

（
受　

付
）

12
時
30
分
か
ら

（
発
表
会
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
場
所
】

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
大
会
議
室

■
お
問
合
せ
先

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
企
画
指

導
部

☎
０
９
６
‐
３
３
９
‐
２
２
２
２

　

「
隣
地
と
の
境
界
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
「
隣
家
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
私
の
敷
地
に
入
り
込
ん
で
い

る
」
「
今
住
ん
で
い
る
建
物
が
未

登
記
だ
が
、
不
都
合
は
な
い
か
」

「
相
続
登
記
は
い
つ
ま
で
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
「
権
利

書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

の
相
談
に
土
地
家
屋
調
査
士
・
司

法
書
士
が
対
応
し
ま
す
。

　

法
律
用
語
や
内
容
も
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
遠
方
に

お
住
ま
い
の
方
は
電
話
で
の
相
談

も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

８
月
４
日
（
土
）

10
時
～
16
時

面
談
・
電
話
に
て
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

【
場
所
】

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10

階
会
議
室
７
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
番
９
号
）

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊
本
市

中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

※�

通
話
料
は
相
談
者
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

司
法
書
士　

新
川
芳
宏

☎
０
９
６
８
‐
６
５
‐
５
５
５
２

土
地
家
屋
調
査
士　

宮
本
智

☎
０
９
６
‐
３
４
６
‐
３
９
２
７

【
職
種
・
採
用
予
定
数
】

一
般
事
務　

１
人
程
度

【
受
験
資
格
】

①
年
齢
要
件

　

�

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
４
年
制
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
者

②�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
不
可

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

　

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

・�

日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

【
試
験
日
】

第
１
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬
予
定

【
試
験
会
場
】

熊
本
学
園
大
学
（
熊
本
市
中
央
区

大
江
２
丁
目
５
番
１
号
）

【
受
付
期
間
】

・�

８
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
土
曜

日
、
日
曜
日
を
除
く
）
。

・�

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か

ら
午
後
１
時
を
除
く
）
。

・�

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
10
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
共
済

組
合
総
務
課
へ
必
着
し
た
も
の

で
、
書
類
が
完
備
し
て
い
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

〒
８
６
２
‐
０
９
１
１

熊
本
市
東
区
健
軍
２
丁
目
４
番
10
号

熊
本
県
共
済
組
合
総
務
課
（
☎

０
９
６
‐
３
６
５
‐
１
９
０
０
）

【
職
種
・
採
用
予
定
数
】

一
般
事
務　

１
人
程
度

【
受
験
資
格
】

①�

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
平
成
24
年
７
月

31
日
の
時
点
に
お
い
て
、
民
間

企
業
等
で
の
職
務
経
験
が
５
年

以
上
あ
る
も
の

②�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
受
験
不
可

・�

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

・�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者

・�

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
職
員

と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
者

・�

日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

【
試
験
日
】

第
１
次
試
験　

10
月
14
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

11
月
下
旬
予
定

【
試
験
場
所
】

人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

【
受
付
期
間
】

・�

８
月
20
日
（
月
）
か
ら
９
月
７

日
（
金
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日

曜
日
を
除
く
）
。

・�

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

・�

郵
送
の
場
合
は
、
９
月
７
日

（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

〒
８
６
８
‐
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
５
７

８
番
地
１
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
２
Ｆ

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
総
務

該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・�
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

【
試
験
日
】

第
１
次
試
験　

９
月
30
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

10
月
30
日
（
火
）

か
ら
11
月
１
日
（
木
）
※
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

時
（
日
時
の
変
更
は
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

【
試
験
場
所
】

札
幌
市
・
仙
台
市
・
東
京
都
・
名

古
屋
市
・
大
阪
市
・
広
島
市
・
高

松
市
・
福
岡
市
・
那
覇
市
の
中
か

ら
便
利
な
１
都
市
を
選
択

【
受
付
期
間
】

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

８
月
２
日
（
木
）
ま
で
受
信
有
効

（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

７
月
30
日
（
月
）
か
ら
８
月
７
日

（
火
）
ま
で
（
８
月
７
日
（
金
）

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

【
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

〒
８
１
２
‐
０
０
０
３

福
岡
市
博
多
区
下
臼
井
７
７
８
‐
１

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課
（
☎

０
９
２
‐
６
２
３
‐
２
４
０
０
）

担
当　

塩
原
、
白
水
、
渡
部
ま
で

お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

お
早
め
に
！

入
国
警
備
官
採
用
試
験

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
職
員
採
用
試
験

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
職

員
採
用
試
験
（
10
月
期
）

ミ
ツ
バ
チ
の
農
薬
危
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

森
林
経
営
計
画
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
業

務
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
！

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
（
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
）
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（
解
説
）

　

ゲ
ー
ム
は
無
料
で
も
、
遊
ぶ
た

め
に
は
携
帯
電
話
の
通
信
料
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
ゲ
ー
ム
の
最
中

や
ア
バ
タ
ー
（
ネ
ッ
ト
上
で
自
分

の
分
身
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

で
使
う
ア
イ
テ
ム
に
お
金
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
内

の
通
貨
と
現
実
に
か
か
る
お
金
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
十
分
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
知
り

合
っ
た
人
か
ら
、
別
の
ゲ
ー
ム
サ

イ
ト
を
紹
介
さ
れ
た
。
登
録
し
た

け
ど
あ
ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
の

で
そ
の
日
の
う
ち
に
解
約
。
す
る

と
そ
の
後
「
解
約
料
５
万
円
を
払

え
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
来
た
。

（
解
説
）

　　

無
料
サ
イ
ト
の
中
に
は
悪
質
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。
家
の
人
か
ら

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ム
で
も

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
、
知
ら
な
い

サ
イ
ト
や
あ
や
し
い
サ
イ
ト
に
は

気
軽
に
登
録
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

無
料
で
音
楽
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
サ
イ
ト
を
発
見
。
す
ぐ
に

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
が
人
吉
球
磨
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
者
自
身
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
そ
れ
だ
け
で
は
被
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
や
近
所
に
住
む
皆
さ
ん
な
ど

高
齢
者
に
接
す
る
機
会
の
多
い
人
が
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の
様
子
を
気
に
か
け
る
こ
と
。
そ
れ
が

高
齢
者
を
消
費
者
被
害
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
あ
れ
？
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
な
？
」

　

そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
高
齢
者
を
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
被
害
か
ら
守
る
第

一
歩
で
す
。
周
囲
の
皆
さ
ん
が
、
高
齢
者
の
「
強
い
味
方
」
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
高
齢
者
！

消費者相談窓口
◆あなたのより良いくらしをめざして

消費者相談窓口お問合せ先：球磨村役場　総務企画課　☎３２‐１１１１

　

高
齢
者
の
Ａ
さ
ん
は
一
人
暮
ら

し
。
以
前
は
あ
ま
り
外
出
し
て

い
な
か
っ
た
の
に
、
最
近
は
迎
え

に
来
た
車
で
出
か
け
る
姿
を
良
く

見
ま
す
。
向
か
い
に
住
む
Ｂ
さ
ん

が
「
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
お
友
達

で
も
で
き
た
の
で
す
か
？
」
と

聞
い
て
み
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に

「
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
な
知
り

合
い
が
で
き
て
ね
。
銀
行
や
ス
ー

パ
ー
、
病
院
に
も
送
り
迎
え
し
て

く
れ
る
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
も
そ
の
人
は
訪
問
販
売
の
販

売
員
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

「
勧
め
ら
れ
た
商
品
を
買
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
い
て

み
た
と
こ
ろ
「
送
り
迎
え
の
お
礼

に
何
回
か
買
っ
て
い
る
よ
。
売
れ

な
い
と
上
司
に
怒
ら
れ
る
ら
し
い

か
ら
」
と
の
こ
と
。
ど
う
も
い
ろ

い
ろ
な
物
を
買
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

Ｂ
さ
ん
は
「
私
も
そ
の
人
に
挨

拶
し
て
い
い
で
す
か
」
と
聞
き
、

Ａ
さ
ん
と
一
緒
に
待
つ
こ
と
に
。

ま
も
な
く
や
っ
て
き
た
若
者
は
Ｂ

さ
ん
を
見
る
と
あ
わ
て
た
様
子
で

逃
げ
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
急
変
ぶ

り
を
見
て
Ａ
さ
ん
は
騙
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

親
切
顔
で
近
づ
き
、
商
品
を
販

売
す
る
悪
質
な
訪
問
販
売
で
す
。

次
々
と
別
の
商
品
を
買
わ
せ
る

「
次
々
商
法
」
の
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。

　

見
慣
れ
な
い
人
が
た
び
た
び
出

入
り
し
て
い
た
り
、
今
ま
で
な
か
っ

た
新
し
い
品
物
が
増
え
て
い
る
の

に
気
づ
い
た
ら
、
さ
り
げ
な
く
声

を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
本
人
が

気
づ
か
な
い
う
ち
に
被
害
者
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、
Ａ

さ
ん
を
気
に
か
け
て
い
る
第
三
者

の
存
在
を
悪
質
業
者
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
不
要
な
も
の

を
購
入
し
て
い
た
場
合
、
契
約
を

解
除
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

悪
質
業
者
か
ら
情
報
が
流
れ

て
、
ほ
か
の
業
者
が
次
々
に
Ａ
さ

ん
宅
に
勧
誘
に
来
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
も
引
き
続

き
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ビ
で
よ
く
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
て

い
る
ケ
ー
タ
イ
で
遊
べ
る
無
料
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
。

　

Ａ
ち
ゃ
ん
は
「
学
校
の
友
達
も

み
ん
な
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
思
い
、
夢
中
に
な
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
ヵ
月
後
、
母
親
か

ら
「
携
帯
電
話
会
社
か
ら
10
万

円
も
請
求
が
！
一
体
何
を
し
た

の
?!
」
と
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
無
料
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に

ど
う
し
て
・
・
・
？

◆
事
例

訪
問
販
売

～
親
切
に
し
て
く
れ
る

か
ら
お
礼
に
商
品
を
買

っ
て
い
る
の
～

◆
相
談
事
例

①�

ケ
ー
タ
イ
の
ゲ
ー
ム
で

遊
ん
で
い
た
ら
…

②�

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

で
知
り
合
っ
た
人
か

ら
…

③
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
!?

気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

対
処
方
法

好
き
な
曲
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

ら
パ
ソ
コ
ン
が
お
か
し
く
な
っ
た
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
の
か
も
…
。

（
解
説
）

　

音
楽
や
映
画
に
は
「
著
作
権
」

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
そ
れ
を

見
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ
と
で
、

音
楽
や
映
画
を
作
っ
た
人
た
ち

に
お
金
が
入
る
仕
組
み
で
す
。
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
サ
イ

ト
は
著
作
権
を
無
視
し
た
違
法
サ

イ
ト
。
ウ
イ
ル
ス
を
う
つ
さ
れ

た
り
、
個
人
情
報
を
盗
ま
れ
た
り

す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
必
ず
家
の
人
に
確
認

し
、
正
し
く
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

ま
と
め

　　

ど
の
ゲ
ー
ム
を
ど
の
く
ら
い
遊

ん
だ
の
か
正
確
に
家
の
人
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
請
求
内
容
が
正
し
け

夏
休
み
！
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
！

　

夏
休
み
に
は
子
ど
も
達
の
間
で
も
「
悪
質
商
法
」
や
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」
の
被
害
が
急
増
し
ま
す
。

　

そ
の
被
害
の
ほ
と
ん
ど
が
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
も
の
で
す
。
携
帯

電
話
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
ご
家
族
の
も
の
を
使
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

便
利
で
手
軽
に
使
え
る
た
め
被
害
に
遭
い
や
す
い
の
で
、
慎
重
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

れ
ば
使
っ
た
お
金
は
払
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
後
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
と
き

は
、
必
ず
家
の
人
に
相
談
し
て
、

遊
ん
で
い
い
時
間
、
使
っ
て
い
い

金
額
の
約
束
を
し
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
ゲ
ー
ム
を
始
め
る

前
に
利
用
の
規
約
・
条
件
な
ど
を

し
っ
か
り
と
読
み
ま
し
ょ
う
。
難

し
く
て
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
き
は
家
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
や
音
楽
を
楽

し
む
の
も
、
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
う
と
い
う
「
買
い
物
」
で
あ
り

「
契
約
」
で
す
。
お
金
が
い
く
ら

か
か
る
の
か
、
信
用
で
き
る
の
か

な
ど
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
よ
く
見
な
い
で
ど

ん
ど
ん
ク
リ
ッ
ク
す
る
、
な
ん
て

絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」8月行事予定

《陽だまりサロン》

　　《ほしに願いを～ 》　　　　　　　　　　こがね保育園

 ７日（火）陽だまりサロン　
 ９日（木）1才6ヶ月健診
18日（土）りんごの木サークル
23日（木）陽だまりサロン
　　　　　　　ママ誕生会
28日（火）陽だまりサロン
　　　　　　　ナンシー講座

　７月７日は七夕さまでした。中国に古くから伝わる牽牛と織女星の伝説から発展した「乞巧奠（きこうで
ん）」と日本古来の「棚機津女（たなばたなつめ）」の信仰を混ぜ合わせて、現在の七夕になっています。
こがね保育園では一日早く６日に七夕会を行いました。ブラックシアターを使用し、幻想的な雰囲気の中、身動
きひとつせず、真剣な眼差しで見入っている子ども達でした。そして、笹飾り付けです。「ゴーカイジャーにな
りたい」「ケーキ屋さんになりたい」「えいごがいえるようになりたい」等々いろんな願い事でいっぱいになり
ました。夢を持つことは素晴らしいことです。夢が実現へとなるよう子ども達を認め・励ましながら育てていき
たいものです。
　また、１４日には球磨村青年団の協力のもと、恒例の納涼夏祭りがありました。特別ゲストにＭｒ．ハッキ―
さんを迎え子どもから大人まで楽しいひと時を過ごすことができました。エンディングは青年団による合唱『星
に願いを～』です。夜空に透き通るようなきれいな歌声にウットリ、きっと心の中には願い事であふれたことで
しょう。

はじめましてよろしくね！

ねんね中…

うつぶせ
上手です。

《赤ちゃんこんにちは》

「そうめん・水まんじゅう」

「ママ誕生会メニュー」 「沐浴見学」

「七夕さま」

陽だまりママ持参のそうめん
を、畑でできた紫蘇・ねぎを
薬味でいただきました。

わんぱく畑で育ったきゅう
りをちょっと拝借！梅味噌
あえで♪

意外に簡単！
水まんじゅう

メニューは、ドラ
イカレーほか。
離乳食も提供して
ます。(*^。^*)

♪笹の葉さ～
らさら～♪と
七夕かざりを
作って笹につ
けました。
お願い届くか
な？

渡
保
育
園
の
０
歳
児
の
ゆ
め
ぐ
み
さ
ん

へ
沐
浴
を
見
学
に
い
き
ま
し
た
。

陽だまりキッズ集合！

球磨村の天然記念物＆文化財　series①

　神瀬洞窟は、古来より天下の奇勝として知られ、当時の大旅行家橘南谿(たちばなのなんけい)書の「西遊
記巻三」の中にも記してあります。
　また、洞内には熊野座神社が鎮座し、御神体は洞窟、御祭神は伊弉冉尊(いざなみのみこと)・速玉之男命
(はやたまのおのみこと)・事解之男命(ことさかのおのみこと)です。
　妻「伊弉冉尊」は夫「伊弉諾尊(いざなぎのみこと)」とともに、国土やさまざまの神々をお産みになった
神です。
　しかし、妻「伊弉冉尊」は早くに亡くなられました。そのため、夫「伊弉諾尊」は恋しい妻「伊弉冉尊」
を現世へ連れ戻そうと黄泉の国へ迎えに行かれます。
　黄泉の国で再会し、妻「伊弉冉尊」は現世に帰る準備をしますが、その間絶対に姿を見てはならぬと約束
をしたにもかかわらず、夫「伊弉諾尊」は妻「伊弉冉尊」の姿を覗き見してしまいました。そこには黄泉の
国の食べ物を口にした醜くなった妻の姿があり、恐れおののいた夫はその場から逃げ出してしまいました。
醜くなった妻は怒り狂いながら逃げる夫を追いかけます。妻とともに追ってくる邪鬼どもを振り払い、2人
は現世と黄泉の国との境で永遠のお別れをします。この後で、夫「伊弉諾尊」の吐いた唾から生まれたのが
速玉之男命、振り払ったところから生まれたのが事解之男命の２柱の神様です。
　国土やさまざまの神々をお産みになったことから、生産・夫婦和合と、黄泉の国から無事に戻られたこと
から、健康・息災のご利益があると言われています。
　また、鳥居をくぐって南側には熊本名水百選「岩戸水源」もあり、地域に「長命水」として親しまれてい
ます。

（お問合せ先）球磨村教育委員会　社会教育係　☎３２－１１１７

　洞窟は、肥薩線白石駅下手の神瀬橋を渡り、右折した堤岩戸地区の石灰岩壁に開口しています。洞口は幅
４５メートル、高さ１７メートル、全長７０メートル。天井には鍾乳石が垂れ、奥の暗闇の底には径およそ
２５メートルの池があり洞内にはイワツバメが群生しています。

【神瀬の石灰洞窟】
指定：熊本県指定天然記念物（昭和３７年８月７日）
所在：神瀬堤岩戸

洞　　口 鍾　乳　洞

入　

口
奥

平面図
（愛媛大学学術探検部1975.熊本県球磨村洞穴群学術調査報告書より）
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社協コーナー
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持

ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
分
）

○
山
口　

サ
ト
ル　

様
（
故 

重 

洋
）

○
上
原　

三
二
三　

様
（
故 

太 

忠
）

○
渕
田　

勝　

子　

様
（
故 

加 

在
）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

球磨村青年団２０１２

　今年は、5月28日から６月2日の６日間にわたり、希望者による
外食ランチを実施しました。

『気分を変えて、昼食をレストランで！』と実施して今年で5年目
を迎えました。
　今年は初めて、人吉方面に出掛けてみました。少し距離はありまし
たが、いつもと環境が変わり、新鮮な雰囲気の中で食事をしました。
　利用者の方もいつもよりも食が進んでいるように感じられまし
た。また、「たまにはよかね。」とか「美味しかった。」などの声
を聞き、喜んでいただけてよかったと感じました。
　利用者の方に喜んでいただけ、来年もまたこのような企画を考え
ていきたいと思います。

五月雨の合間に

栄養一口メモ
（夏野菜）

＊
胡
瓜
に
つ
い
て

　

主
成
分
の
90
％
以
上
が
水
分
で
す
。
な

ん
の
栄
養
も
無
さ
そ
う
な
食
材
で
す
が
、

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
む
く
み
の
改
善
、
利
尿
を
促
す
作
用

が
あ
り
、
高
血
圧
を
予
防
す
る
働
き
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
に
こ
も
っ
た
熱
を
取
り
除

く
作
用
、
つ
ま
り
体
を
冷
や
し

て
く
れ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、

夏
に
は
積
極
的
に
食
べ
た
い
野

菜
で
す
。

＊
オ
ク
ラ
に
つ
い
て

　

あ
の
ネ
バ
ネ
バ
の
正
体
は
ペ

ク
チ
ン
と
い
う
食
物
繊
維
で

す
。
こ
の
食
物
繊
維
は
整
腸
作

用
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
、
高
血
圧
・

糖
尿
病
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
胃
壁
を
保
護
し
て
タ
ン
パ
ク
質

の
吸
収
を
促
進
す
る
作
用
等
、
食
物
繊
維

以
外
に
も
色
ん
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い
る

の
で
夏
ば
て
解
消
に
も
っ
て
こ
い
の
食
品

で
す
。

栄
養
士　

中
山
千
絵

心配ごと相談事業
気 軽 に 相 談 を

　生活する上での様々な悩みや問題等
ありましたら、気軽に相談ください。
種々の関係機関と連携をとりながら、
解決へのアドバイスをいたします。
★相談日 　毎月第４金曜日
★時　間 　午前９時～１２時
★場　所 　高齢者生活福祉センター「せせらぎ」
★問合先 　球磨村社協　32－0022

　三味線という言葉は、耳にすることもありますが、実際、実物
を見たり演奏を生で聞いたりすることはまれなことだと思います。
　しかし、６月２３日『せせらぎ』のデイサービスに、三味線ボ
ランティア木村会（木村良江代表、男性：２名、女性：９名）の
訪問がありました。木村会は現在、４０名程のメンバーで活動さ
れ３０年ぐらいになるそうです。
　この日、人吉球磨の民謡を含む九州の民謡を６曲、福島県や北
海道の民謡を２曲、歌謡曲を３曲、そして三味線の醍醐味曲を１
曲の合計１２曲を演奏されました。
　民謡や歌謡曲を演奏される時は、先生や会員の方が唄われ、そ
れに合わせて利用者も手拍子や体でリズムを取ったり、また先生
と一緒に合いの手や唄を歌ったり、唄に合わせて掛け声や体操を
したりと、あっという間の１時間３０分でした。
　利用者の方にも喜んでいただき、また職員も三味線の音色を聞
けて良かったです。有難うございました。

演 奏 会

※一口メモ
「しゃみせん」という呼称は、
中国の「三絃」の発音が日本に
入って転訛したものと考えられ
ている。また、三絃をそのまま
音読みして「さんげん」と呼ぶ
ことも一般化している。

やりました！総合３位！
～球青協文化祭～

６月３０日から７月１日の２日間、
あさぎり町須恵文化ホールにて球

青協文化祭が開催されました。
　球磨村青年団は、本番まで約２カ月
間練習してきた成果を存分に披露した
結果、総合３位という素晴らしい成績
を残すことができました！！
　郷土芸能部門では「住吉谷奴」を披
露し優勝！またダンス部門でもキレキ
レのダンスで見事優勝と、予想以上の
結果にとても驚かされました！
　新メンバーも増え、また新しい歴史
を刻んでいこうとしている球磨村青年
団、私たちと一緒に青春を謳歌してみ
ませんか？いつでも待ってます(^^)

球磨村青年団

Facebookハジメマシタ。
気になる人は、球磨村青年団
Facebookページで「いいね！」
をお願いします！

７月でＡＬＴのメアリー先生が退任されます。２年間本当にお世話になりました！
　These past two years in Kuma-mura have been a wonderful experience.  I have 
learned so many things and met many amazing people.  Everyone has been so kind 
and willing to help me and for that I am extremely grateful.  The people of Kuma-
mura are truly amazing.  I also feel that I have grown as a person due to the 
experiences that I have had here.  I have so many fond memories of playing with my 
students, chatting with residents, and slowly learning more about Japanese culture 

and Kuma-ben.  Every day has been exciting and full of adventure.
　I cannot properly convey how much I enjoyed my time in Kuma-mura, and how grateful I am to have been 
given the opportunity to live and teach here.  Although I am moving on to the next step in my life, I will 
never forget Kuma-mura or the people in it.  I am going to be moving to Kumamoto City and starting a new 
job, but I plan on coming back to visit.  From the bottom of my heart, I thank you for taking care of me for 
these past two years.If possible, let’s me again someday!

Mary Mastin

　球磨村で２年間を過ごすのはとても素晴らしい経験でした。私はおもしろい物をたくさん習いました。とて
も親切な人もたくさん会いました。球磨村の人々はとても優しいので手伝ってくれることが多かったです。本
当にありがとうございました。皆さんは最初から手伝ってくれましたから嬉しかったです。球磨村の人々は親
切で素晴らしいと思います。そのおかげでここでは色々ないい経験があって、たくさんの人々から色々な物を
習ったので私はもっといい人になったと思います。私は子どもと遊んだり、色々な人々としゃべったり、球磨
弁を習ったりすることができたのでいい思い出もたくさん作りました。球磨村での毎日は楽しくておもしろ
かったですから熊本市で新しい仕事をしてもまた遊びに来ます。ここに住んでよかったと思います。言葉で本
当の心の気持ちをちゃんと伝えられませんが、この２年間は私の人生の中で一番素晴らしい経験だと思いま
す。２年間お世話になりました。本当にありがとうございました。できれば、いつかまた会いましょう！

マスティン　メアリー
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今月のおススメＢｏｏｋｓ

　やっぱりすごい！！
　新子どもの脳にいいこと

向後利昭・鈴木昭平　著

　知的障害は「医学的に改善できな
い」と言われる中、「必ず改善できる！」
と言明した、前著『子どもの脳にいい
こと』は、大きな反響を呼んだ。第二
弾の本書は、改善例をはじめ、鈴木氏
が進める「エジソン・アインシュタイ
ンメソッド」の紹介、向後利昭氏が小
児科医の立場から、フォローする。

　偉大なるしゅららぼん
万城目学　著

　高校入学をきっかけに、本家のある琵琶湖の
東側に位置する石走に来た涼介。本家・日出家の
跡継ぎとして、お城の本丸御殿に住まう淡十郎の
“ナチュラルボーン殿様”な言動にふりまわされ
る日々が始まった。ある日、淡十郎は校長の娘に
恋をするが、その直後、彼女は日出家のライバル
で同様に特殊な「力」をもつ棗家の長男・棗広海
が好きだと分かる。恋に破れた淡十郎は棗広海ご
と棗家をこの街から追い出すと宣言。両家の因縁
と三角関係がからみあったとき、力で力を洗う戦
いの幕が上がった！

　泣いた赤おに
浜田廣介 / 作　梶山俊夫 / 絵

　あるところに、村人たちとどうしても仲良く
なりたい気のいい赤おにがいた。しかし村人は
赤おにのやさしさがわからず、怖がって逃げる
ばかり。孤独と寂しさに耐えきれなくなった赤
おには、悩みに悩んだ末、親友の青おにに相談
する。かしこい青おには赤おにのために起死回
生の策を授け、計略はまんまと成功。赤おには
村人たちを自宅に招待し、みんなと心を通わせ
る。だがその幸せも束の間、赤おにに思わぬ、
そしてあまりにもほろ苦い結末が訪れる…。

（お問合せ及び予約先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

8月　休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

８月　５日（日）
古城クリニック 水 上 村 水上村大字岩野２６０３ ☎４４－０３２１
田中医院 錦　 町 錦町大字木上西１４３－１ ☎３８－００６１
たかはし小児科内科医院 人 吉 市 人吉市相良町８－１ ☎２４－２２２２

８月１２日（日）
そのだ医院 湯 前 町 湯前町９５３－１ ☎４３－２０６３
深水内科医院 錦　 町 錦町西字百太郎３５８５－１４ ☎３８－３２２１
堤病院付属九日町診療所小児科 人 吉 市 人吉市九日町１００ ☎２２－２２５１

８月１９日（日）
渡辺医院 多良木町 多良木町多良木２６５－１ ☎４２－２５４１
酒瀬川内科 錦　 町 錦町西１４－８ ☎３８－００５０
人吉総合病院小児科 人 吉 市 人吉市老神町３５ ☎２２－２１９１

８月２６日（日）
宮原医院 多良木町 多良木町多良木２６０ ☎４２－２０８２
ほづみ皮膚科医院 錦　 町 錦町西１０６５－３ ☎２６－５３００
公立多良木病院小児科 多良木町 多良木町多良木４２１０ ☎４２－２５６０

１ 水 ●チャレンジグラウンド・ゴルフ交流会（9:00 ～　渡小）

２ 木 ●村内小学校水泳記録会（9:00 ～　一勝地小）

３ 金

４ 土

５ 日

６ 月

７ 火

８ 水 ● 1歳 8ヵ月児健診（13:00 〜　渡多）

９ 木

１０金 ○区長文書（広報お知らせ版発行）

１１土

１２日 ●さんがうら夏祭り（18:00 〜　さんがうら）

１３月

１４火

１５水

１６木
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　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

8 月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１７金

１８土 ●千寿園夏祭り（18:00 ～　千寿園）

１９日 ●住民健診（村内の各会場　〜 26 日）

２０月

２１火 ●ナイターソフトボール大会開幕（運公　～ 29 日）

２２水

２３木

２４金

２５土 ●第２１回日本一の大鮎釣り選手権大会

２６日

２７月 ○区長文書（広報くまむら発行）

２８火

２９水

３０木

３１金
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（敬称略）

お
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げ
ま
す（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

7月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,609 △ 5 △ 27

人　口（人） 4,342 △ 10 △ 141

男　（人） 2,046 △ 7 △ 83

女　（人） 2,296 △ 3 △ 58
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　「
経
験
し
た
こ
の
な
い
大
雨
」

―
そ
の
名
の
と
お
り
も
の
す
ご

い
大
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が
７
月
２
日
、
12
日
球
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瀬
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１
７
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測
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各
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で

土
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生
し
一
時
国
道
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【釣り場】熊本県球磨郡球磨村を中心とした球磨川流域
●受付：午前５時から７時　場所：石の交流館「やまなみ」
　�受け付けの際には球磨川漁協の遊漁券を提示してください。（お持ちでない方は

当日受付で販売します。）※腕章での受け付けはいたしません。
●参加料：４，０００円（おとり鮎３匹代を含む）
●審査受付締切：午後４時（時間厳守）
　審査受付の場所も、石の交流館「やまなみ」で行います。
●閉講式・表彰式：検量集計終了後

　　（申込・お問合せ先）
◆球磨村商工会　　　　　　☎（０９６６）２５－６６６０
◆球磨村役場　産業振興課　☎（０９６６）３２－１１１４


